
品種

なすなす

● 果菜の中では高温を好むほうなので、早植えは禁物です。
● 夏の暑さには比較的よく耐え、秋遅くまで収穫することができます。
● 光線不足は発色不良となるので、込み入った葉は取り除き、着実に光線を当てます。

千両２号（タキイ）：果形は長卵形で果皮色は、濃黒紫色
で光沢があります。果実の太りは早く、果皮はやわらかいです。石ナスや、夏ボケ果の発生は
少なく、高温乾燥期でも果形の乱れが少なく、秀品率が高いです。
水ナス（タキイ）：水茄子は灰汁が少なく、水分を多量に含んでおり生食が可能です。形は通
常のナスより丸みを帯びており、漬物として食べられることが多いです。

　夏野菜の代表格。漬物、焼き物、煮物、揚げ物と多くの用
途がある野菜です。用途によって品種をかえても良いです。

作型の例 （ ▲－－定植　●－－収穫 ）

夏穫り

月
作型 4月 5月 6月 7月 8月

▲

▲

● ●

定　植

追　肥

◎ 定植時期は５月上旬～５月中旬頃。
◎ 植え付け２～３時間前に苗鉢に十分かん水し、深
植えはしません。

※ 接木苗は、穂木から発根しないように接木部分
が地面から上に位置するようにします。

支柱立て・誘引・整枝
◎ 一番花のすぐ下と、その下にある勢いの良い側
枝を伸ばします。

※ 一番花の果実は石ナスになりやすいので、花が
落ちたら切り取ります。

　追肥は、肥料ぎれのないよう、１５日から２０日に
１回のペースで行います。

肥料の種類 基　　肥
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た か お か 堆肥

苦 土 石 灰
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（kg／a）

肥料の種類 1株あたり

一握り（約30g）やさい燐加安S540

（基肥の目安）

栽 培 の 特 徴 と ポ イ ン ト

施肥例

作型の例

土作り

ここが
成功の
ポイント

ここが
成功の
ポイント

ここが
成功の
ポイント

　わき芽は小さいうちに
摘み取りましょう。最初
の実より下が込んできた
場合、晴れた日に混み過
ぎの葉を除去して下さい。

桃太郎８（タキイ）：夏秋栽培用の完熟品種です。果実の硬
さと甘さは「桃太郎」と 同程度で、果重２２０g、程度です。
果形は豊円で多肉質。熟期は早生で、果色は濃桃色。病気に
もかかりにくい。

トマトトマト
品種

◎ 土管理
 畝立ては、畑が乾燥している場合は十分に水をやり、やや湿り気のある状態で行って下さい。畝中心部
が水分を保つように作って下さい。排水の悪いほ場では畝を高くしてください。

◎ 肥料
 基肥は少なめにして、追肥で補っていく事が栽培のポイントですので追肥をきちんと行ってください。茎
や、葉の様子に応じて行うことが重要です。

◎ 定　植
 定植の畝は早目に仕上げ、植穴に水を１リットルぐらいしみ込ませ、苗鉢には当日十分かん水し、晴天の
暖かい日に植えてください。第１花房の１～２花が開花し、本葉10枚、茎の太さがタバコの太さ、草丈は
30～35cm程度の苗が良いです。

 ポイントは浅めに植えて、花が通路に向くように定植してください。

1） 摘果・摘心
 後半の収量および品質
を上げるため、各段に実を
4つから5つにしましょう。
摘心は大玉トマトであれば
４～６段、ミニトマトは出来
るだけ多段に決め、そこで
行いましょう。

夏穫り

月
作型 4月 5月 6月 7月 8月

（ ▲－－定植　●－－収穫 ）

● ●▲

▲

施肥例
肥料の種類 基肥 追肥
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